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今月の納税・納付
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保険料免除の対象となる年間所得額の目安
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自然緑地保全区域等指定制度

制　度 自然緑地保全区域

区域内の樹木が健全で、
区域の面積が500㎡以上あること

幹周り（地上から1.5ｍの高さ）が1.5
m以上、高さ3m以上あり、健全で
美観にすぐれている樹木

自然緑地保存樹木

対　象

指定期間

奨励金額（年額）

5年間（所有者等の同意により、指定の更新もできます）

固定資産税および都市計画税
に相当する額に、100㎡あたり
1,500円を加算した額

樹木1本につき4,000円、
並木の場合は1本につき1,000円

樹木169本、並木16本を指定済平成18年度末の状況

平成18年度末の状況

約17.9万㎡を指定済

生垣設置等奨励制度

生垣設置

①住宅用地で公道等（幅員4m以上
で公衆の用に供される私道を含む）
に接する生垣の長さが5m以上であ
ること＝図1参照
②樹高90cm以上で、植栽本数は
1mにつき3本以上を原則とする
③樹木の種類は、市長が奨励す
るもので、健全であること。ただし、
イブキ類、ハイビャクシン類を除く
④生垣の土台の高さは、宅地面か
ら65cm以下であること＝図2参照
⑤その他

①左の要件を満たすもので、生垣を

設置後、5年以上経過していること

②指定期間は5年。必要に応じて1回

更新することができます

1mにつき400円（端数は切り捨て）。
年度途中に指定を受けた場合で指定
期間が6カ月に満たない場合は、2分
の1の金額となります

保存生垣

対象となる

生垣

奨励金額

手続き
方法等

1mにつき5,000円（端数は切り捨て）。

当該年度中、同一敷地内における最

高限度額は150,000円

図1 合計で5m以上

4m以上公道

2.5m以上 2m以上 0.5m以上

図2 樹木の高さは90cm以上、土台は65cm以下

90cm以上

60m設置済 3,466m指定済

公園緑地課へ申請してください
生垣を設置する前に公園緑地課へ
申請してください

90cm以上

65cm以下

制　度


